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山
口
県
に
お
け
る
近
代
公
娼
制
の
展
開

吉　

見　

義　

明

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
に
『
買
春
す
る
帝
国
―
―
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
の

基
底
』（
岩
波
書
店
）
を
上
梓
し
た
が
、
執
筆
の
過
程
で
、
近
代
公
娼
制
に
関
す

る
知
見
を
深
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
に

関
す
る
史
料
を
探
索
す
る
た
め
に
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
山
口
県
文
書
館
で
調
査

を
し
て
い
た
時
に
、
思
い
が
け
ず
近
代
公
娼
制
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
基
礎
史
料

を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
史
料
を
用
い
て
、
日
本
に
お
け
る
近
代
公
娼
制
の

展
開
に
つ
い
て
、
明
治
初
年
の
山
口
県
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
を
解
明
し
た
い
と
思

う
。
た
だ
し
、
県
庁
側
の
史
料
し
か
な
い
の
で
、
一
定
の
制
約
が
あ
る
。
今
後
遊

廓
側
の
史
料
や
芸
娼
妓
の
史
料
等
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
史
料
と
の

突
合
せ
を
し
て
み
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

Ⅰ
．
芸
娼
妓
解
放
令
と
山
口
県
の
遊
廓

　

近
世
長
州
藩
で
は
、
一
七
世
紀
半
ば
に
西
廻
り
航
路
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
、
北

前
船
の
寄
港
地
と
し
て
遊
廓
・
遊
所
が
発
展
し
、
長
府
藩
の
赤
間
関
、
本
藩
の
今

浦
開
作
（
伊
崎
新
地
）・
肥
中
・
特
牛
・
上
ノ
関
、
岩
国
藩
の
柳
井
津
に
遊
廓
・

遊
所
が
で
き
て
い
た
、
と
い
う
。
女
性
た
ち
は
遊
女
・
惣
嫁
（
総
嫁
・
惣
稼
）・

旅
人
女
・
垢
か
き
女
な
ど
の
名
で
性
売
（
売
春
）
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
赤
間
関
に

は
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
に
遊
女
が
一
一
二
人
お
り
、『
防
長
風
土
注
進
案
』（
六

巻
・
一
六
巻
）
に
は
、
今
浦
開
作
に
「
旅
人
女
」
一
〇
四
人
、
上
ノ
関
に
「
湯
女
」

五
四
人
が
い
た
と
あ
る
、
と
い
う
（
（
（

。
こ
れ
は
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
代
～

一
八
四
〇
年
代
）
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
〇
二
年
以
前
に
山
口
県
警
察
本

署
（
ま
た
は
警
察
部
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
貸
席
芸
娼
妓
免
許
地

区
域
」
に
は
、「
維
新
前
ヨ
リ
継
続
」
し
て
い
る
区
域
と
し
て
、
麻
里
布
村
新
港
、

上
関
村
上
ノ
関
、
曽
根
村
水
場
、
浜
方
村
中
ノ
関
・
田
島
村
中
ノ
関
、
彦
島
村
南

風
泊
、
神
田
村
特
牛
浦
、
椿
郷
東
分
村
越
ヶ
浜
、
赤
間
関
市
稲
荷
町
・
裏
町
・
新

地
町
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

こ
れ
ら
遊
廓
・
遊
所
の
う
ち
、
も
っ
と
も
有
名
な
所
は
、
赤
間
関
（
下
関
）
の

稲
荷
町
遊
廓
で
、『
守
貞
漫
稿
』
に
は
、
全
国
で
「
官
許
」
さ
れ
た
二
五
ヵ
所
の

遊
女
町
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
遊
所
番
付
「
諸
国
遊

所
見
立
角
力
幷
ニ
直
段
附
」（
天
保
前
見
立
番
付
）
に
は
、
東
前
頭
一
段
目
三
枚

目
に
稲
荷
町
が
、
西
前
頭
二
段
目
一
二
枚
目
に
下
関
の
伊
崎
町
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
（
（
（

。
稲
荷
町
の
遊
女
の
数
は
、
一
七
九
四
（
寛
政
四
）
年
の
人
別
調
で
は
傾
城
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一
四
二
人
と
あ
り
、
一
八
三
八
年
の
「
稲
荷
町
人
別
控
帳
」
に
は
女
郎
五
六
名
、

か
む
ろ
三
〇
名
、
三
味
線
師
匠
（
芸
妓
）
二
三
名
、
計
一
〇
九
名
と
あ
る
、
と
い

う
（
（
（

。

　

ま
た
惣
嫁
と
は
一
般
に
は
街
娼
（
江
戸
の
夜
鷹
）
を
い
う
が
、
長
州
で
は
お
も

に
沖
女
郎
・
沖
総
嫁
・
浜
出
女
と
も
い
わ
れ
る
、
港
内
に
出
入
り
す
る
船
の
舟
人

を
相
手
に
す
る
女
性
を
さ
し
た
。
そ
の
抱
主
は
赤
間
関
の
豊
前
田
・
竹
崎
・
今
浦

に
店
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
（
（
（

。
な
お
、
船
に
女
性
を
乗
せ
て
各
地
の
港
を
訪

ね
、
商
売
が
う
ま
く
い
く
と
こ
ろ
に
居
つ
く
や
り
方
が
み
ら
れ
、
た
と
え
ば
安
芸

藩
大
崎
下
島
に
あ
る
御
手
洗
港
の
若
胡
屋
は
長
州
上
ノ
関
と
関
係
が
深
か
っ
た
、

と
い
う
（
（
（

。

　

明
治
維
新
の
頃
、
世
界
史
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
「
文
明
化
」
が
あ
り
、
奴
隷

制
や
奴
隷
的
拘
束
の
廃
止
が
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
新
政
府
は
こ

の
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
、
井
上
馨
大
蔵
大

輔
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
七
月
三
〇
日
に
、
今
や
「
時
勢
文
明
ニ
趣
キ
人

権
愈
々
自
由
ヲ
得
」
る
時
で
あ
る
の
に
「
尚
ホ
婦
女
ヲ
売
買
シ
、
遊
女
・
芸
者
、

其
ノ
他
種
々
ノ
名
目
ニ
テ
、
年
期
ヲ
限
リ
或
ハ
終
世
其
身
心
ノ
自
由
ヲ
束
縛
シ
、

以
テ
渡
世
イ
タ
シ
候
者
有
之
」
こ
と
は
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
「
売
奴
」

と
大
同
小
異
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
遊
女
・
芸
妓
を
は
じ
め
こ
れ
に
類
す
る
渡
世

の
者
を
「
解
放
」
せ
し
め
、「
人
権
ノ
自
由
」
を
得
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と

正
院
に
建
白
し
て
い
る
（
（
（

。

　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
七
月
に
廃
藩
置
県
の
詔
書
が
出
さ
れ
、
防
長
二
州
で

は
山
口
県
・
岩
国
県
・
豊
浦
県
・
清
末
県
が
お
か
れ
た
が
、
一
一
月
に
こ
れ
ら
四

県
が
合
併
し
て
山
口
県
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
一
八
七
二
（
明
治
五
）

年
七
月
一
七
日
に
は
、
中
野
梧
一
権
県
令
の
下
で
山
口
県
か
ら「
売
女
禁
制
ノ
達
」

と
い
う
布
達
が
出
さ
れ
た
（
中
野
は
一
八
七
四
年
七
月
二
五
日
か
ら
一
八
七
五
年

一
二
月
九
日
ま
で
山
口
県
令
を
つ
と
め
る
（
（
（

）。
こ
れ
は
、「
給
仕
女
」
と
称
し
て
密

か
に
女
性
を
抱
え
て
「
売
女
体
」
の
渡
世
を
す
る
者
を
あ
ら
た
め
て
禁
制
と
し
、

こ
れ
に
違
背
す
る
者
が
あ
れ
ば
「
越
度
」
す
る
よ
う
に
布
達
し
て
い
た
。「
売
婦
」

は
、
人
倫
に
背
き
、
風
俗
を
破
壊
し
、
教
化
を
妨
げ
、
奢
侈
遊
惰
の
悪
習
を
増
長

し
、
多
く
の
女
性
の
「
一
生
ノ
活
業
」
を
失
わ
せ
る
か
ら
だ
、
と
説
い
て
い
た
。

し
か
し
、「
是
迄
許
可
相
成
居
候
向
ハ
先
制
外
ノ
事
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
許
可

し
て
い
た
場
所
に
は
適
用
し
な
い
と
も
の
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
当
時
の
世
界
史
的

傾
向
へ
の
対
応
の
試
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の
だ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
突
然
、
一
〇
月
政
府
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
芸
娼
妓
解
放
令
」

が
布
達
さ
れ
た
。
こ
れ
も
世
界
史
的
傾
向
へ
の
対
応
の
試
み
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
山
口
県
は
四
つ
の
布
達
を
一
〇
月
に
発
し
て
い
る
（
（
（

。
ま
ず
、「
人
身
売
買

禁
止
ニ
付
心
得
方
ノ
布
達
」
で
、
太
政
官
布
告
第
二
九
五
号
（
一
〇
月
二
日
）
と

司
法
省
布
告
（
同
月
九
日
）
を
布
達
し
た
。

　

つ
い
で
、「
遊
芸
女
解
放
ノ
義
ニ
付
掲
示
」
で
は
、
娼
妓
・
芸
妓
等
を
抱
え
て

渡
世
し
て
い
る
者
は
、
抱
え
て
い
る
女
性
の
親
元
・
親
類
と
掛
け
合
い
、
親
元
・

親
類
が
い
な
い
場
合
は
「
親
分
、
請
人
等
」
の
立
会
で
本
人
を
引
き
渡
す
よ
う
指

示
し
た
。
ま
た
、
身
代
金
や
貸
金
が
あ
る
場
合
は
本
人
・
親
族
等
と
相
対
で
示
談

を
遂
げ
る
こ
と
、
金
銭
貸
借
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
を
す
べ
て
解
放
す
る

こ
と
を
指
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
示
だ
っ
た
。

　

①�
女
性
が
一
三
歳
以
下
の
場
合
、
親
元
・
親
類
に
引
き
渡
す
の
は
当
然
だ
が
、

身
寄
り
が
な
い
者
は
他
に
奉
公
す
る
こ
と
を
本
人
が
望
め
ば
そ
れ
に
任
せ
る

こ
と
。

　

②�

借
金
は
「
勘
弁
ヲ
第
一
」
と
す
る
こ
と
。

　

③�

抱
主
が
も
つ
年
季
奉
公
証
文
は
す
べ
て
取
り
上
げ
、
副
戸
長
か
ら
支
庁
会
議
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所
へ
差
し
出
す
こ
と
。

　

④�

借
金
貸
借
訴
訟
は
一
切
取
り
上
げ
な
い
が
、
女
性
が
「
抱
主
ノ
恩
義
」
を
受

け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、「
不
都
合
ノ
始
末
」
を
し
な
い
こ
と
。

　

⑤�
本
人
が
病
身
ま
た
は
幼
年
で
別
奉
公
が
で
き
な
い
場
合
は
「
救
育
所
」
を
設

置
す
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
指
示
で
は
、
身
代
金
な
ど
借
金
問
題
を
か
か
え
る
女
性
の
解
放
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
解
放
と
い
っ

て
も
、
親
元
に
帰
る
だ
け
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
ま
た
身
売
り
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
現
に
、
芸
娼
妓
等
を
原
籍
に
帰
す
の
は
勿
論
だ
と
し
な
が
ら

も
、
帰
っ
て
も
生
活
の
見
込
み
が
な
い
者
が
「
改
業
居
住
」
し
た
い
と
願
っ
た
り
、

抱
主
か
ら
離
れ
て
「
改
業
寄
留
奉
公
稼
」
を
し
た
い
と
願
っ
た
り
し
た
ら
こ
れ
を

認
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

第
三
の
「
芸
娼
妓
其
他
同
種
類
ノ
者
解
放
取
計
方
ノ
規
則
心
得
方
ノ
達
」
で
は
、

本
人
が
「
遊
女
所
業
」
を
し
た
い
と
願
う
場
合
は
、
そ
の
事
情
を
詳
し
く
書
き
、

本
人
・
親
類
・
組
合
連
印
で
（
親
類
が
な
い
場
合
は
本
人
・
組
合
請
人
連
印
で
）

願
い
出
る
こ
と
、
一
時
的
に
遊
女
等
抱
渡
世
を
継
続
し
た
い
者
は「
貸
座
敷
渡
世
」

願
い
を
出
せ
ば
許
可
す
る
こ
と
、
遊
女
渡
世
の
女
性
の
他
街
や
沖
合
停
泊
の
船
へ

の
出
向
や
他
街
で
の
遊
客
と
の
宿
泊
は
厳
禁
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
渡
世
は
今

回
決
定
の
箇
所
だ
け
と
し
、
住
所
も
そ
こ
に
移
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
免
許
さ
れ
た

箇
所
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　

稲
荷
町
表
裏
（
赤
間
関
）

　

中
ノ
関
（
岩
国
三
田
尻
部
）

　

室
積
（
熊
毛
部
）

　

室
津
・
上
ノ
関
（
上
ノ
関
部
）

　

越
ヶ
浜
（
萩
部
）

　

ま
た
、
揚
代
等
は
遊
女
と
客
と
の
相
対
で
取
り
決
め
、
貸
座
敷
主
は
介
入
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
、
遊
女
渡
世
を
願
う
者
は
父
兄
・
親
類
連
印
の
上
、
請
人
を
立

て
て
願
い
出
る
こ
と
、
遊
女
は
税
金
を
毎
月
一
両
納
め
る
こ
と
、
芸
妓
娼
妓
等
は

す
べ
て
遊
女
と
呼
ぶ
こ
と
、
養
女
・
下
女
・
洗
濯
女
等
の
名
目
で
「
妓
ヲ
売
リ
色

ヲ
売
」
る
こ
と
は
厳
禁
と
す
る
こ
と
、
遊
女
渡
世
は
、
改
業
が
困
難
な
者
だ
け
許

可
し
た
の
で
新
規
営
業
は
厳
禁
と
す
る
こ
と
、
太
鼓
持
は
速
や
か
に
改
業
す
る
こ

と
な
ど
も
指
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
遊
女
渡
世
の
者
の
沖
合
停
泊
の
船
へ
の
出
向
（
惣
嫁
船
に
よ
る
営

業
）
の
禁
止
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
北
前
船
の
廻
航
に
よ
る
買
春
需
要
に
対

応
す
る
性
買
売
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
漁
船
へ
の
出

向
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
彦
島
の
福
浦
で
は
、「
地
勢
上
漁
船
寄
泊

ス
ル
関
係
上
明
治
維
新
当
時
ヨ
リ
已
ニ
遊
女
存
在
シ
、
同
三
十
年
前
後
ニ
ハ
貸
座

敷
営
業
者
十
余
戸
ヲ
算
シ
可
成
リ
繁
盛
」
せ
り
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
（（
（

、

漁
民
に
よ
る
性
買
需
要
も
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
惣
嫁
船
以
外

の
場
で
は
、
士
族
や
豪
商
・
豪
農
等
の
性
買
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
や
が
て
庶

民
レ
ベ
ル
の
性
買
も
は
じ
ま
る
。

　

第
四
に
、「
管
内
在
町
ノ
遊
芸
女
其
身
売
奉
公
等
相
成
ラ
サ
ル
達
」
で
は
、
年

季
を
定
め
、「
遊
女
」・「
芸
者
」・「
宿
場
飯
盛
」・「
茶
汲
女
」・「
洗
濯
女
」
等
の

名
目
で
管
内
女
性
を
「
身
売
奉
公
」
に
差
し
出
す
こ
と
は
今
後
一
切
許
さ
な
い
こ

と
、
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
奉
公
を
し
て
い
る
場
合
は
、
抱
主
と
示
談
し
て
速
や

か
に
引
き
戻
す
こ
と
、
と
指
示
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

な
お
、
同
じ
一
〇
月
に
は「
遊
女
其
他
人
員
取
調
方
ノ
件
」と
し
て
、「
女
芸
者
」・

「
遊
女
」・「
茶
汲
女
」・「
総
嫁
」（
惣
嫁
）・「
飯
盛
」
な
ど
と
称
し
て
こ
れ
ま
で
「
遊

女
同
様
ノ
営
業
」
を
差
し
許
さ
れ
て
き
た
者
の
現
今
の
人
員
の
調
査
を
命
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
大
蔵
省
の
指
示
に
従
っ
た
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
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以
上
の
よ
う
に
、
人
身
売
買
さ
れ
た
女
性
た
ち
は
原
則
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
布
達
を
し
た
上
で
、
一
一
月
に
は
、
山
口
県
は
太
政

官
に
伺
い
を
上
申
し
て
い
る
。
山
口
県
管
内
で
は
、
と
く
に
赤
間
関
で
芸
娼
妓
等

の
年
季
奉
公
人
が
多
い
が
、
か
れ
ら
は
大
概
「
身
本
乏
シ
キ
者
ト
モ
」
な
の
で
、

家
元
に
立
ち
帰
っ
て
も
「
活
業
ノ
方
便
」
が
難
し
い
の
で
、「
進
退
難
渋
」
の
場

合
に
「
遊
女
渡
世
」
を
願
い
出
た
者
は
、
当
分
「
自
主
遊
女
渡
世
」
を
差
し
許
し

た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
太
政
官
は
一
一
月
二
〇
日
に
、
東
京

府
へ
の
指
令
に
準
拠
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
れ
は
、
娼
妓
解
放
後
「
旧
業
ヲ
営

ム
ハ
人
々
ノ
自
由
ニ
任
ス
」
が
、
地
方
官
が
こ
れ
を
「
監
察
制
馭
」
し
「
悪
習
蔓

延
ノ
害
」
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
一
月
五
日
）、
と
い
う
も

の
だ
っ
た
（
（（
（

。
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
指
示
は
、
芸
娼
妓
等
の
業
を
営
む
者
は

そ
の
自
由
に
任
せ
、「
黙
許
」
す
る
が
、
悪
習
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
取
締

掛
が
内
規
則
を
立
て
て
観
察
制
御
す
る
「
陰
然
取
締
ノ
方
法
ヲ
設
」
け
よ
、
と
い

う
も
の
だ
っ
た
（
（（
（

。

　

こ
う
し
て
、
山
口
県
で
も
「
自
主
遊
女
渡
世
」
名
義
で
遊
女
と
し
て
寄
留
す
る

こ
と
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
抱
主
・
雇
主
側
は
、
遊
女
等
の
自
由
意

思
に
よ
る
稼
業
継
続
と
い
う
建
前
で
女
性
た
ち
を
拘
束
す
る
事
例
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
八
月
一
〇
日
に
「
遊
女

寄
留
願
取
糺
方
注
意
ノ
件
」
を
副
戸
長
・
畔
頭
宛
に
布
達
し
た
（
（（
（

。
こ
れ
は
、
数
十

金
を
費
や
し
て
雇
い
入
れ
た
遊
女
等
を
年
季
の
半
分
に
も
至
ら
な
い
の
に
解
放
さ

せ
ら
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
と
し
て
、「
遊
女
等
ヲ
強
テ
抑
留
セ
シ
メ
、
表
向
ハ
本

人
ノ
志
願
ニ
テ
寄
留
願
出
候
様
取
繕
ヒ
、
内
実
ハ
従
前
之
通
束
縛
駈

（
マ
マ
）役
セ
シ
メ
候

者
モ
有
之
哉
ニ
相
聞
甚
不
可
然
候
」
と
の
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
県
は
、
人
身
売

買
禁
止
は
朝
廷
の
「
人
々
自
由
ヲ
得
セ
シ
メ
候
厚
キ
御
趣
意
」
で
あ
り
、
雇
主
が

拒
否
で
き
る
筋
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
所
業
が
あ
る
と
朝
廷
の
趣
旨

不
貫
徹
と
な
り
、
相
済
ま
な
い
の
で
、
副
戸
長
と
畔
頭
は
遊
女
寄
留
願
が
あ
れ
ば

詳
細
に
取
調
べ
、
雇
主
に
不
条
理
が
あ
れ
ば
取
糺
し
て
早
々
に
報
告
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
九
月
一
七
日
に
は
、「
遊
女
稼
ノ
者
会
議
処
等
ニ
呼
出
シ
実
情
取
糾
方

ノ
達
」
を
出
し
、
寄
留
遊
女
を
会
議
所
か
副
戸
長
宅
に
呼
び
出
し
、
解
放
令
の
趣

旨
と
県
庁
の
意
向
を
申
し
聞
か
せ
、
本
人
の
情
願
で
は
な
く
抱
主
に
束
縛
さ
れ
て

い
る
場
合
は
厳
重
に
取
糺
し
、
早
々
に
改
業
の
願
い
を
出
さ
せ
る
よ
う
指
示
し

た
（
（（
（

。
な
お
、
一
〇
月
二
七
日
に
は
「
娼
妓
芸
妓
改
業
或
ハ
復
籍
ノ
節
届
出
方
ニ
付

達
」
を
出
し
、
改
業
ま
た
は
復
籍
の
際
鑑
札
返
納
だ
け
で
済
ま
す
者
が
い
る
が
、

改
業
・
復
籍
の
願
い
も
出
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

さ
ら
に
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
一
〇
月
二
七
日
に
は
、
萩
で
は
「
遊
女
体
」

の
者
を
旅
籠
屋
・
煮
売
屋
な
ど
に
囲
置
し
て
い
る
者
が
い
る
と
し
、
一
層
の
糾
問

と
咎
方
を
申
し
付
け
る
よ
う
布
達
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
抱
主
の
元
に
寄
留
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
女
性
や
拘
束
さ
れ
る

女
性
は
少
な
く
な
く
、
人
身
売
買
に
よ
る
女
性
た
ち
の
拘
束
は
や
ま
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

Ⅱ
．
遊
女
幷
貸
座
敷
渡
世
概
則
の
制
定

　

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
二
月
八
日
、
関
口
隆
吉
山
口
県
令
の
名
で
「
遊
女
幷

貸
座
敷
渡
世
概
則
ノ
達
」が
出
さ
れ
、
貸
座
敷
遊
女
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
日
、「
隠
売
取
締
向
ニ
付
達
」
に
よ
り
、
警
部
・
巡
査
に
取
締
方
を
指
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
同
年
一
月
一
二
日
に
、
太
政
官
か
ら
、
改
定
律
令
第
二
六
七
条

私
娼
衒
売
条
例
を
廃
し
、「
売
淫
取
締
懲
罰
ノ
儀
」
は
今
後
警
視
庁
と
各
地
方
官

に
委
任
す
る
と
い
う
布
告
が
出
さ
れ
た
の
で
（
（（
（

、
こ
れ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

警
視
庁
と
地
方
官
が
「
密
売
淫
」
取
締
り
の
中
心
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
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前
日
の
七
日
に
は
「
貸
座
敷
標
燈
ノ
達
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
標
燈
は
図
１
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
游
女
営
業
概
則
」
と
「
貸
坐
敷
渡
世
概
則
」
の
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り

で
あ
る
（
（（
（

。
ま
ず
「
游
女
営
業
概
則
」
だ
が
、
第
一
条
で
は
、
遊
女
は
芸
娼
妓
解
放

令
に
よ
り
漸
次
改
業
さ
せ
、「
醜
賤
ノ
俗
」は
自
然
に
消
却
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、

や
む
を
え
な
い
者
に
限
り
、
こ
の
概
則
に
よ
り
営
業
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
と
の

べ
て
い
る
。
芸
娼
妓
全
面
解
放
を
最
終
的
に
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
代

り
、「
本
人
自
家
活
計
ノ
為
メ
自
己
ノ
真
意
ヨ
リ
発
リ
」
遊
女
営
業
を
す
れ
ば
人

身
売
買
で
は
な
く
、
寄
留
戸
主
そ
の
他
の
者
が
「
束
縛
役
使
」
で
き
な
い
も
の
と

す
る
と
し
た
（
第
二
条
）。
本
人
が
自
由
意
志
で
営
業
す
る
と
み
な
す
場
合
は
、

拘
束
は
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
条
で
は
、「
本
人
ノ
発

意
」
で
な
け
れ
ば
、
父
祖
姉
叔
で
あ
っ
て
も
そ
の
子
孫
妹
姪
に
対
し
強
い
て
遊
女

営
業
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
本
人
ノ
発
意
」
と

い
う
形
式
に
す
れ
ば
、
遊
女
営
業
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
っ
た
。

　

第
四
条
で
は
つ
ぎ
の
各
地
を
遊
女
免
許
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

第
一
大
区
：
大
島
郡
地
ノ
家
室
・
小
松
開
作

　
　

第
四
大
区
：
玖
珂
郡
楊
井
町

　
　

第
五
大
区
：
大
島
郡
上
ノ
関
、
熊
毛
郡
室
津
・
水
場

　
　

第
六
大
区
：
熊
毛
郡
室
積

　
　

第
七
大
区
：
都
濃
郡
遠
名
町

　
　

第
九
大
区
：
佐
波
郡
中
ノ
関
・
宮
市
町

　
　

第
一
〇
大
区
：
吉
敷
郡
山
口
町

　
　

第
一
五
大
区
：�

豊
浦
郡
赤
間
関
（
稲
荷
町
・
裏
町
・
新
地
・
竹
崎
・
豊
前
田
）・

福
浦

　
　

第
一
七
大
区
：
豊
浦
郡
特
牛
浦

　
　

第
二
〇
大
区
：
阿
武
郡
越
ヶ
浜

遊
女
免
許
地
が
一
九
ヵ
所
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

第
五
条
以
下
に
つ
い
て
み
る
と
、
遊
客
の
誘
い
で
同
行
す
る
場
合
を
除
き
、
遊

女
の
免
許
地
外
へ
の
出
稼
ぎ
を
禁
止
し
、
遊
客
と
の
同
行
時
は
貸
座
敷
以
外
で
の

宿
泊
を
禁
止
し
た
（
第
五
条
）。
遊
女
営
業
は
貸
座
敷
に
限
定
し
た
が
（
第
六
条
）、

遊
客
の
招
き
で
停
泊
す
る
船
に
行
く
者
は「
強
誘
自
売
」で
な
け
れ
ば
許
し
た（
第

七
条
）。
免
許
地
で
あ
っ
て
も
自
分
の
い
る
と
こ
ろ
以
外
の
場
所
で
の
出
稼
ぎ
を

禁
止
し
（
第
八
条
）、
遊
女
の
免
許
地
外
で
の
居
住
も
禁
止
し
た
（
第
九
条
）。
遊

女
は
免
許
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
隠
売
」
者
に
は
罰
金
を
科
し
（
第

一
一
条
）、「
隠
売
」
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
寄
留
戸
主
・
貸
座
敷
業
者
も
同
罪
と
し

た
（
第
一
二
条
）。
貧
困
の
た
め
別
に
活
計
の
手
段
が
な
い
者
は
遊
女
営
業
の
願

い
を
出
せ
ば
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
（
第
一
三
条
）。

　

遊
女
の
納
め
る
べ
き
税
金
は
毎
月
一
円
（
赤
間
関
の
上
等
は
二
円
、
下
等
は
一

図 １　貸座敷に掲げる標燈
出典：�山口県「山口県布達達書」明治 9年上（正）。

上方に 2本の赤い帯を入れる。
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円
）
と
し
（
第
一
六
条
）、
そ
の
取
り
立
て
は
線
香
場
世
話
方
な
ど
を
排
除
し
、

戸
長
の
任
務
と
し
た
（
第
一
七
条
）。
最
初
に
鑑
札
免
許
を
受
け
る
者
に
は
免
許

料
五
〇
銭
・
証
印
料
金
六
銭
五
厘
が
課
せ
ら
れ
た
（
七
月
一
五
日
追
加
の
第
二
五

条
）。
最
後
に
、
第
二
〇
条
で
は
、
遊
女
に
対
し
、
遊
客
の
金
遣
い
な
ど
に
注
意

し
不
審
な
者
を
会
議
所
ま
た
は
巡
査
屯
所
に
通
報
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
犯
人
探

索
な
ど
治
安
維
持
の
任
務
を
遊
廓
の
遊
女
に
も
課
す
伝
統
は
継
続
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
貸
坐
敷
渡
世
概
則
」
を
見
る
と
、
第
一
条
で
「
游
女
寄
留
営
業
ノ

為
坐
席
ヲ
貸
シ
與
ル
ヲ
許
ス
」
と
し
て
、
貸
座
敷
を
提
供
す
る
だ
け
と
い
う
建
前

で
性
売
業
を
改
め
て
公
認
し
た
が
、
そ
れ
で
も
芸
娼
妓
解
放
令
の
趣
旨
を
守
る
べ

き
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
の
渡
世
は
遊
女
免
許
地
に
限
り
、
免
許
鑑
札
を
受
け
る

こ
と
と
し
（
第
二
条
）、
店
頭
に
は
指
定
の
標
燈
を
掲
げ
る
こ
と
し
た
（
第
三
条
）。

　

第
五
条
で
は
、
遊
女
と
貸
座
敷
（
業
者
）
と
は
「
各
自
一
己
ノ
活
許
」
を
な
す

者
だ
か
ら
、
遊
女
の
身
上
を
差
図
し
た
り
、
他
の
貸
座
敷
へ
の
出
入
り
を
妨
げ
た

り
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
遊
女
は
独
立
し
た
自
営
業
者
で
あ

る
と
い
う
建
前
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
貸
座
敷
の
利
用
を
認
め
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

貸
座
敷
業
者
に
対
し
て
は
、
遊
客
の
一
昼
夜
以
上
の
滞
留
禁
止
（
第
六
条
）、

遊
客
が
遊
女
の
意
志
に
反
し
て
強
制
勧
誘
す
る
こ
と
の
禁
止
（
第
八
条
）、
養
女

に
性
売
さ
せ
る
こ
と
の
禁
止
（
第
九
条
）、「
水
仕
下
女
等
」
の
名
称
で
「
隠
売
」

さ
せ
る
こ
と
の
禁
止
（
第
一
〇
条
）、「
隠
売
」
者
へ
の
座
席
の
貸
出
の
禁
止
（
第

一
一
条
）
な
ど
の
義
務
を
課
し
て
い
た
。
ま
た
、
遊
客
の
金
遣
い
そ
の
他
に
注
意

し
、
不
審
者
を
会
議
所
又
は
巡
査
屯
所
へ
通
報
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た

（
一
四
条
）。
し
か
し
、
税
金
は
、
遊
女
の
半
額
で
、
月
五
〇
銭
（
赤
間
関
上
等
は

一
円
、
下
等
は
五
〇
銭
）
で
し
か
な
か
っ
た
。

Ⅲ
．
三
業
取
締
規
則
の
制
定

　

こ
れ
ら
の
規
則
は
、
関
口
県
令
に
よ
り
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
四
月
一
九

日
に
出
さ
れ
た
「
三
業
取
締
規
則
」（
五
月
二
五
日
施
行
）
に
よ
り
変
更
さ
れ
、

こ
の
規
則
に
抵
触
す
る
部
分
は
失
効
と
な
っ
た
（
（（
（

。
こ
こ
で
い
う
三
業
と
は
芸
妓
・

娼
妓
・
貸
座
敷
と
い
う
三
業
で
あ
る
。

　
「
三
業
取
締
規
則
」
は
、
第
一
章
で
、
芸
妓
・
娼
妓
・
貸
座
敷
営
業
を
取
り
締

ま
る
「
年
行
司
」
を
各
免
許
地
に
二
名
な
い
し
三
名
選
任
し
、
県
庁
第
四
課
（
警

察
担
当
）
ま
た
は
警
察
署
に
届
け
る
こ
と
と
し
、
年
行
司
は
上
納
す
る
賦
金
を
集

め
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
。

　

同
規
則
第
二
章
は
「
芸
妓
営
業
規
則
」
で
あ
り
、
芸
妓
と
は
「
芸
ヲ
売
ル
者
」

と
さ
れ
、
本
人
の
志
願
を
要
件
と
し
「
他
ヨ
リ
強
迫
ス
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と

さ
れ
た
。
そ
の
営
業
は
貸
座
敷
に
限
ら
ず
、
客
の
住
所
や
自
宅
で
も
構
わ
な
い

が
、
他
所
へ
の
宿
泊
は
許
さ
ず
、
寄
留
は
免
許
地
内
に
制
限
し
た
。
免
許
鑑
札
の

免
許
料
は
七
五
銭
（
他
に
手
数
料
五
銭
）、
賦
金
は
月
二
円
と
さ
れ
た
。
免
許
鑑

札
は
毎
年
七
月
に
警
察
署
で
検
印
を
う
け
る
と
規
定
さ
れ
た
。
改
業
届
に
は
年
行

司
の
連
署
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
、
遊
客
の
金
銭
の
使
い
方
そ
の
他
に
注
意
し
、

「
不
審
ナ
ル
者
」
が
い
れ
ば
警
察
署
ま
た
は
分
署
ま
た
は
巡
査
に
訴
え
出
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
翌
一
八
七
八
年
九
月
二
七
日
の
改
正
で
は
、
芸
妓
が
煮
売
屋
・
料
理

茶
屋
な
ど
へ
寄
留
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
貸
座
敷
に
寄
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。

　

同
規
則
第
三
章
は
「
娼
妓
営
業
規
則
」
で
あ
る
が
、
娼
妓
と
は
「
淫
ヲ
売
ル
者
」

と
さ
れ
、
本
人
の
志
願
が
要
件
と
さ
れ
た
の
は
芸
妓
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

娼
妓
に
は
年
齢
制
限
が
あ
り
、
満
一
二
歳
以
下
の
営
業
は
不
可
と
さ
れ
た
。
と
は

い
え
、
一
三
歳
以
上
は
認
め
る
と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
少
女
買
春
の
公
認
だ
っ
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た
。
営
業
は
貸
座
敷
以
外
で
は
不
可
と
さ
れ
た
。「
寄
留
ハ
免
許
地
内
本
人
ノ
自

由
ニ
任
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
が
、
免
許
地
内
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

居
住
の
自
由
は
な
か
っ
た
。
翌
一
八
七
八
年
九
月
二
七
日
の
改
正
で
は
、
娼
妓
は

貸
座
敷
内
に
寄
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
よ
り
厳
し
く
な
っ
た
。

　

誘
客
の
誘
い
で
外
出
し
て
も
、
貸
座
敷
以
外
で
宿
泊
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

た
。
免
許
鑑
札
の
免
許
料
は
五
〇
銭
（
他
に
手
数
料
五
銭
）、
賦
金
は
月
一
円

五
〇
銭
と
さ
れ
た
。
免
許
鑑
札
は
毎
年
七
月
に
警
察
署
で
検
印
を
う
け
る
こ
と
、

改
業
届
に
は
年
行
司
の
連
署
が
必
要
な
こ
と
、
遊
客
の
金
銭
の
使
い
方
そ
の
他
に

注
意
し
、「
不
審
ナ
ル
者
」
が
い
れ
ば
警
察
署
ま
た
は
分
署
ま
た
は
巡
査
に
訴
え

出
る
こ
と
と
い
う
規
定
は
芸
妓
と
同
じ
だ
っ
た
。

　

な
お
、
五
月
一
八
日
出
さ
れ
た
第
三
条
追
加
で
は
、
免
許
地
に
接
す
る
海
岸
に

停
泊
す
る
船
に
行
く
こ
と
は
認
め
る
と
さ
れ
た
（
昼
夜
に
渡
っ
て
留
ま
る
こ
と
は

禁
止
）。
惣
嫁
は
継
続
的
に
公
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
規
則
第
四
章
は
「
貸
座
敷
営
業
規
則
」
だ
が
、
貸
座
敷
業
者
に
も
免
許
鑑
札

が
必
要
で
、
業
者
は
店
頭
に
所
定
の
標
燈
を
か
か
げ
る
こ
と
、
最
初
の
鑑
札
免
許

料
は
一
円
（
他
に
手
数
料
五
銭
）、
賦
金
は
月
二
円
五
〇
銭
を
納
め
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
他
人
の
子
を
養
女
と
し
て
娼
妓
営
業
を
さ
せ
る
こ
と
、
遊
客
の
一
昼
夜
以

上
の
滞
留
を
禁
止
し
た
。
ま
た
、
芸
妓
・
娼
妓
は
「
自
活
ノ
計
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
」
だ

か
ら
、
彼
ら
の
「
身
上
ヲ
駆
引
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
公
認
さ
れ
た
芸

娼
妓
は
自
立
的
な
営
業
者
で
あ
る
と
い
う
建
前
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
た
。

　

同
規
則
第
五
章
は
「
罰
則
」
だ
が
、
無
鑑
札
で
芸
娼
妓
営
業
を
し
た
女
性
は
、

初
犯
は
七
円
五
〇
銭
以
内
、
再
犯
以
上
は
一
五
円
以
内
の
罰
金
と
し
、
支
払
い
能

力
の
な
い
者
に
は
初
犯
は
二
ヵ
月
以
内
、
再
犯
は
五
ヵ
月
以
内
の
苦
役
を
課
す
、

と
さ
れ
た
。
無
鑑
札
の
窩
主
（
性
売
宿
主
・
性
売
業
者
）
の
初
犯
は
一
〇
円
以
内
、

再
犯
以
上
は
三
〇
円
以
内
の
罰
金
と
さ
れ
た
。
翌
一
八
七
八
年
一
月
に
は
、
芸
妓

と
娼
妓
を
兼
業
す
る
者
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
兼
業
者
の
賦
金
は
月
一
円
五
〇
銭

と
さ
れ
た
（
（（
（

。
同
年
五
月
一
〇
日
に
は
、
無
鑑
札
の
芸
娼
妓
営
業
の
初
犯
の
罰
金
は

七
円
五
〇
銭
以
内
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
新
た
に
媒
合
容
止
者
（
仲
介
者
）
に
は
窩

主
と
同
等
の
刑
罰
が
定
め
ら
れ
た
（
（（
（

。

　

一
八
七
七
年
、「
三
業
取
締
規
則
」
の
施
行
に
よ
り
、
従
来
遊
女
・
貸
座
敷
の

鑑
札
免
許
を
受
け
て
い
た
者
も
、
す
べ
て
新
規
に
免
許
申
請
を
す
る
よ
う
指
示
さ

れ
た
。
ま
た
、
五
月
一
七
日
に
は
、
三
業
営
業
上
の
願
書
・
伺
書
・
賦
金
は
す
べ

て
区
長
・
戸
長
で
は
な
く
、
警
察
署
を
経
由
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
う
し

て
、
性
買
売
取
締
り
で
の
警
察
の
力
が
よ
り
大
き
く
な
っ
た
。

Ⅳ
．
芸
妓
取
締
規
則
・
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
・
年
行
司
取
扱
手
続
の
制
定

　

一
九
七
九
（
明
治
一
二
）
年
五
月
三
〇
日
に
は
、
新
し
く
「
芸
妓
取
締
規
則
」・

「
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
」・「
年
行
司
取
扱
手
続
」
が
布
達
さ
れ
た
（
県
令
は
関

口
隆
吉
（
（（
（

）。

　

こ
の
う
ち
、「
芸
妓
取
締
規
則
」
を
み
る
と
、
営
業
願
・
廃
業
届
の
書
式
が
定

め
ら
れ
た
こ
と
、
出
願
先
は
郡
区
役
所
に
も
ど
さ
れ
た
こ
と
、
寄
留
地
は
免
許
地

内
と
さ
れ
、
他
所
へ
の
宿
泊
も
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
」
を
み
る
と
、「
貸
席
規
則
」
で
は
、「
貸

座
敷
」
が
「
貸
席
」
に
改
め
ら
れ
た
以
外
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
だ
っ
た
が
、
新
た

に
登
録
出
願
の
様
式
が
定
め
ら
れ
た
。
出
願
先
は
郡
区
役
所
に
も
ど
さ
れ
た
。

　
「
娼
妓
規
則
」
で
も
出
願
の
書
式
が
定
め
ら
れ
、
出
願
先
は
郡
区
役
所
と
な
っ

た
の
は
貸
席
と
同
じ
で
あ
る
。「
娼
妓
営
業
願
」
の
書
式
で
は
、
本
人
・
親
族
・

年
行
事
の
署
名
押
印
と
保
証
人
の
署
名
押
印
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
改
業
は
届

出
制
で
本
人
と
年
行
司
の
署
名
押
印
が
必
要
だ
っ
た
が
、
廃
業
届
は
書
式
自
体
が

な
か
っ
た
。
廃
業
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
賦
金
は
月
一
円
に
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引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　
「
年
行
司
取
扱
手
続
」
で
は
、
年
行
司
の
給
料
は
営
業
者
が
支
払
う
も
の
と
さ

れ
た
。
そ
の
役
割
は
、
賦
金
の
徴
収
だ
け
で
な
く
、
台
帳
の
整
備
、
開
業
願
・
廃

業
届
（
貸
席
・
芸
妓
）
へ
の
押
印
、
芸
娼
妓
死
亡
の
届
け
出
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
娼
妓
の
営
業
場
所
は
貸
席
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

一
八
八
〇
年
八
月
二
三
日
に
は
、
赤
間
関
区
内
の
免
許
地
で
は
、
海
岸
碇
泊
の

船
に
行
っ
て
営
業
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
諸
願
書
の
出
願
先
は
、

一
八
八
一
年
一
〇
月
に
は
、
郡
区
役
所
で
は
な
く
、
警
察
署
を
経
由
し
て
県
庁
へ

提
出
と
変
更
さ
れ
、
一
八
八
二
年
一
月
に
は
貸
席
・
娼
妓
営
業
願
の
許
可
は
県

庁
で
は
な
く
各
警
察
署
が
行
う
こ
と
と
な
る
（
後
述
）。
ま
た
、
芸
妓
に
関
し
て

も
、
一
八
八
六
年
に
担
当
が
郡
区
役
所
か
ら
警
察
署
へ
と
変
更
さ
れ
る
。
警
察
の

権
限
が
さ
ら
に
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

一
八
七
九
年
六
月
三
日
に
は
、「
売
淫
罰
則
」
が
布
達
さ
れ
た
（
（（
（

。
娼
妓
営
業
鑑

札
な
し
に
性
売
す
る
者
は
、
初
犯
七
円
五
〇
銭
以
内
、
再
犯
以
上
一
五
円
以
内
の

罰
金
、
無
許
可
の
窩
主
と
媒
合
容
止
者
は
初
犯
一
〇
円
以
内
、
再
犯
以
上
三
〇
円

以
内
の
罰
金
と
さ
れ
、
罰
金
の
支
払
能
力
の
な
い
性
売
初
犯
者
は
二
ヵ
月
半
以

内
、
再
犯
以
上
は
五
ヵ
月
以
内
の
「
苦
使
」
に
処
す
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
一
八
七
九
年
に
堺
県
の
芸
娼
妓
が
山
口
県
内
で
営
業
し
た
い
と
願
い

出
た
が
、
県
は
、
堺
県
の
意
向
に
従
い
、
原
籍
の
あ
る
警
察
署
の
添
翰
に
よ
り
出

願
す
る
者
に
限
っ
て
認
め
る
よ
う
五
月
一
六
日
に
指
示
し
て
い
る
（
（（
（

。
六
月
一
九
日

に
は
、
広
島
県
・
愛
媛
県
・
静
岡
県
・
茨
城
県
・
大
分
県
・
愛
知
県
・
長
野
県
・

福
島
県
か
ら
の
女
性
は
警
察
署
ま
た
は
郡
区
役
所
の
添
翰
の
有
無
に
よ
る
処
理
と

し
、
京
都
府
か
ら
の
女
性
は
府
の
意
向
に
よ
り
不
許
可
と
す
る
よ
う
に
と
い
う
指

示
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
警
察
署
ま
た
は
郡
区
役
所
の
添
翰
の
有
無
に
よ
る
処
理
は
、
神
奈
川

県
（
八
月
）・
福
島
県
（
同
）、
青
森
県
（
九
月
）・
島
根
県
（
一
八
八
〇
年
四
月
）・

新
潟
（
五
月
）・
石
川
県
（
一
八
八
一
年
一
月
）・
福
井
県
（
一
八
八
三
年
六
月
）・

千
葉
県
（
七
月
）・
長
野
県
（
同
）・
秋
田
県
（
九
月
）・
函
館
県
（
一
一
月
）・
富

山
県（
一
二
月
）・
根
室
県（
一
八
八
四
年
一
月
）・
千
葉
県（
三
月
）・
静
岡
県（
同

月
）・
長
崎
県
（
四
月
）・
高
知
県
（
六
月
）、
佐
賀
県
（
一
八
八
五
年
二
月
）・
愛

知
県
（
一
〇
月
）
か
ら
来
県
す
る
芸
娼
妓
に
対
し
て
取
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
諸
府
県
か
ら
山
口
県
に
芸
娼
妓
が
移
動
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
処
置
は
一
部
で
緩
和
に
向
か
っ
た
。
ま
ず
、
芸
妓
は

添
翰
が
な
く
て
も
認
め
て
構
わ
な
い
と
の
通
知
が
広
島
県
（
一
一
月
）・
神
奈
川

県
（
一
八
七
九
年
四
月
）
か
ら
あ
っ
た
。
青
森
県
か
ら
は
一
八
八
〇
年
四
月
に
、

山
形
県
か
ら
は
同
年
五
月
に
警
察
署
の
添
翰
に
よ
る
芸
娼
妓
の
許
可
を
認
め
な
い

よ
う
に
と
い
う
従
来
の
依
頼
を
取
り
消
す
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
京
都
府

か
ら
は
一
八
八
二
年
八
月
に
従
来
の
依
頼
を
取
り
消
す
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
山
口
県
か
ら
他
府
県
へ
の
貸
座
敷
・
芸
娼
妓
の
寄
留
営
業
は
、
山
口
県

郡
区
役
所
ま
た
は
警
察
署
の
添
翰
が
な
け
れ
ば
認
め
な
い
よ
う
に
各
府
県
に
依
頼

し
て
い
る
（
一
八
八
三
年
四
月
長
野
県
・
五
月
東
京
府
・
六
月
福
井
県
・
七
月

宮
城
県
・
八
月
栃
木
県
・
同
月
鳥
取
県
・
九
月
埼
玉
県
・
一
二
月
富
山
県
、

一
八
八
四
年
一
月
根
室
県
・
三
月
千
葉
県
・
四
月
青
森
県
・
六
月
高
知
県
、

一
八
八
五
年
佐
賀
県
）。

Ⅴ
．
性
病
検
査
制
度
の
実
施

　

明
治
新
政
府
が
迫
ら
れ
た
性
買
売
に
関
す
る
世
界
史
的
傾
向
へ
の
対
応
の
も
う

一
つ
は
、
奴
隷
的
拘
束
の
廃
止
問
題
と
は
矛
盾
す
る
が
、
軍
隊
の
関
係
か
ら
要
請

さ
れ
る
性
病
検
査
を
伴
う
公
娼
制
へ
の
転
換
だ
っ
た
。
娼
妓
の
性
病
検
査
に
関
し
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て
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
内
務
省
乙
第
四
五
号
達
に
よ
り
指
示
さ
れ

て
い
た
が
、
山
口
県
で
は
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
よ
う
や
く

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
月
二
四
日
に
、
山
口
県
令
原
保
太
郎
は
、
こ
の
内

務
省
達
に
従
っ
て
各
娼
妓
免
許
地
で
娼
妓
の
黴
毒
（
梅
毒
）
検
査
を
行
う
よ
う
指

示
し
た
。
三
月
六
日
に
告
示
さ
れ
た
「
娼
妓
黴
毒
検
査
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
娼
妓

は
免
許
地
に
設
置
さ
れ
た
黴
毒
検
査
所
で
毎
週
一
回
検
査
を
受
け
、
検
査
札
（
五

回
分
）
に
感
染
の
有
無
と
医
師
の
検
印
を
受
け
る
こ
と
、
感
染
者
は
営
業
を
禁
止

さ
れ
る
こ
と
、
検
査
札
は
一
銭
五
厘
と
す
る
こ
と
、
治
療
医
は
娼
妓
が
選
べ
る

が
、
そ
の
薬
価
と
手
術
料
は
娼
妓
の
負
担
と
す
る
こ
と
、
新
規
の
営
業
者
は
事
前

に
検
査
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
（
（（
（

。
四
月
六
日
に
改
正
さ
れ
た

「
売
淫
罰
則
」
で
は
、「
密
売
淫
」
と
し
て
処
分
さ
れ
た
女
性
に
も
黴
毒
検
査
を
課

す
こ
と
と
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

ま
た
、
五
月
一
一
日
布
達
の
「
黴
毒
検
査
掛
員
心
得
」
で
は
、
検
査
事
務
に
従

事
す
る
者
は
警
察
官
・
郡
区
吏
・
医
師
と
さ
れ
た
。
警
察
官
は
検
査
場
の
取
締
り
、

営
業
鑑
札
の
一
時
受
取
り
と
再
下
付
、
名
簿
点
検
を
行
い
、
郡
区
吏
は
年
行
司
へ

の
事
前
通
告
、
年
行
司
を
し
て
娼
妓
に
番
号
札
を
付
与
さ
せ
る
こ
と
、
金
銭
出

納
、
検
査
札
と
検
査
料
金
の
受
領
、
検
黴
器
等
の
管
理
な
ど
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

た
。
医
師
は
梅
毒
の
検
査
の
み
を
行
い
、
治
療
を
し
な
い
こ
と
、
所
定
の
検
査
表

を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

つ
い
で
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
二
月
二
三
日
に
布
達
さ
れ
た
「
娼
妓
駆

黴
規
則
」
で
は
、
娼
妓
免
許
地
に
は
駆
黴
所
を
設
け
て
毎
週
木
曜
日
に
検
査
し
、

そ
の
結
果
感
染
が
あ
る
者
は
駆
黴
所
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
、
治
療
費
用
は
す
べ

て
娼
妓
の
自
弁
と
す
る
と
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
一
一
月
二
日
に
は
、
娼
妓
の
黴
毒
検
査
と
治
療
を

目
的
と
す
る
「
赤
間
関
駆
黴
院
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
病
院
で
は
、
診
察

と
手
術
は
無
料
と
さ
れ
た
が
、
内
服
薬
・
外
用
薬
・
綿
・
絆
創
膏
・
布
な
ど
や
入

院
時
の
賄
料
・
炭
油
料
は
有
料
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
性
病
検
査
の
体
制
も
整
え

ら
れ
て
い
っ
た
。

Ⅵ
．
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
・
年
行
司
取
扱
手
続
の
改
正

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
四
月
六
日
、「
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
」
と
「
年

行
司
取
扱
手
続
」
が
改
正
さ
れ
た
（
（（
（

。「
貸
席
規
則
」
の
改
正
点
は
、
営
業
願
の
提

出
先
を
所
轄
警
察
署
と
し
た
こ
と
、
華
族
士
族
は
こ
の
営
業
が
で
き
な
い
と
し
た

こ
と
、
娼
妓
の
揚
代
は
貸
席
業
者
が
予
め
定
め
て
警
察
署
に
届
け
出
る
と
し
た
こ

と
、
娼
妓
に
梅
毒
検
査
を
受
け
る
よ
う
「
特
ト
告
諭
」
し
、
か
つ
黴
毒
検
査
の
際

は
検
査
場
へ
娼
妓
を
時
間
通
り
出
頭
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
不
審
人
物
の
警

察
へ
の
密
告
は
従
来
と
同
じ
だ
が
、
新
た
に
雛
型
ど
お
り
の
客
名
簿
の
製
作
（
遊

客
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
、
着
席
・
退
席
時
間
〔
何
時
何
分
ま
で
記
す
〕、
消
費

費
用
を
記
載
）
と
警
察
署
へ
の
翌
日
提
出
、
娼
妓
の
逃
亡
や
死
亡
の
届
け
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
一
八
八
七
年
七
月
七
日
の
改
正
で
は
客
名
簿
に
遊
客
の
容
貌
衣

類
も
記
入
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
（
（（
（

。

　
「
娼
妓
規
則
」
で
は
、
一
五
歳
未
満
の
女
性
の
営
業
と
華
族
・
士
族
の
女
性
の

営
業
を
禁
止
し
た
。
た
だ
し
、
現
に
営
業
し
て
い
る
一
五
歳
未
満
の
女
性
の
営
業

は
不
問
と
し
た
。
営
業
願
の
提
出
先
は
警
察
と
さ
れ
、
新
た
に
廃
業
届
の
書
式
が

つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
は
本
人
と
年
行
司
の
署
名
捺
印
を
求
め
て
い
た
。
免
許
地

外
・
貸
席
外
で
の
宿
泊
は
禁
止
さ
れ
、
や
む
を
え
ず
外
泊
す
る
場
合
は
警
察
の
許

可
が
必
要
と
な
っ
た
（
当
該
警
察
署
管
内
の
外
出
は
年
行
司
の
許
可
す
る
外
出
手

形
で
処
理
）。

　
「
年
行
司
取
扱
手
順
」
で
は
、
年
行
司
に
対
し
て
、
死
亡
ま
た
は
逃
走
し
た
娼

妓
の
届
け
出
、
娼
妓
黴
毒
検
査
所
へ
の
一
時
間
前
の
出
頭
と
検
査
時
の
一
切
の
雑
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務
の
執
行
、
梅
毒
検
査
受
験
名
簿
の
作
成
、
感
染
者
へ
の
治
療
実
施
の
懇
喩
な
ど

の
任
務
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
「
貸
席
幷
娼
妓
取
締
規
則
」・「
年
行
司
取
扱
手
順
」
の
改
正
と
「
娼
妓
黴

毒
検
査
規
則
」
の
制
定
か
ら
み
る
と
、
建
前
と
し
て
あ
っ
た
娼
妓
の
自
由
が
、

一
八
八
二
年
に
な
っ
て
ほ
と
ん
ど
奪
わ
れ
、
警
察
に
よ
る
取
締
り
・
規
制
が
よ
り

一
層
強
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ⅶ
．「
貸
席
幷
娼
妓
賦
金
徴
収
規
則
」
の
制
定

　

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
六
月
二
五
日
に
は
、「
貸
席
幷
娼
妓
賦
金
徴
収
規
則
」

が
制
定
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
貸
席
・
娼
妓
の
免
許
地
が
一
等
か
ら
三
等
に

分
け
ら
れ
、
賦
金
は
月
額
で
一
等
が
貸
席
三
円
・
娼
妓
一
円
五
〇
銭
、
二
等
が
貸

席
二
円
七
〇
銭
・
娼
妓
一
円
三
〇
銭
、
三
等
が
貸
席
一
円
五
〇
銭
・
娼
妓
一
円

二
〇
銭
と
さ
れ
た
。
賦
金
未
納
の
者
は
保
証
人
が
こ
れ
を
負
担
し
、
そ
れ
が
で
き

な
い
と
き
は
営
業
停
止
と
な
り
、
納
期
後
三
〇
日
を
経
過
し
て
も
未
納
の
と
き
は

廃
業
せ
し
む
と
規
定
さ
れ
た
。
免
許
地
の
等
級
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
等
：
赤
間
関
区
赤
間
町
・
稲
荷
町
・
裏
町
・
西
端
町
。

　

二
等
：�

岩
国
町
字
米
屋
町
・
登
冨
町
、
柳
井
津
町
、
山
口
馬
場
殿
小
路
町
・
米

殿
小
路
町
・
宮
市
町
、
赤
間
関
豊
前
田
町
・
竹
崎
町
・
今
浦
町
・
新
地

町
、
彦
島
字
福
浦
・
竹
ノ
子
島
。

　

三
等
：�

小
松
開
作
村
、
地
家
室
村
、
室
木
村
新
湊
、
大
畠
村
大
畠
浦
、
室
積

浦
、
長
嶋
字
上
ノ
関
、
室
津
村
室
津
浦
、
曾
根
村
水
場
、
徳
山
村
遠

石
、
三
田
尻
町
字
福
聚
町
、
西
豊
井
村
字
浦
町
、
田
嶋
村
中
ノ
関
、
浜

方
村
中
ノ
関
、
舟
木
村
布
目
、
西
ノ
浦
、
下
宇
野
令
村
字
湯
屋
町
、
吉

田
村
、
下
郷
村
津
市
、
神
田
下
村
特
牛
、
清
末
村
、
小
月
村
、
瀬
戸
崎

浦
、
深
川
湯
本
村
、
椿
郷
東
分
村
越
ヶ
浜
・
小
畑
（
一
八
八
八
年
一
二

月
、
西
富
井
村
字
浦
町
が
追
加
さ
れ
る
）。

　

こ
う
し
て
、
た
び
た
び
改
定
さ
れ
た
貸
席
（
貸
座
敷
）・
芸
娼
妓
取
締
規
則
や

新
し
く
制
定
さ
れ
た
娼
妓
黴
毒
検
査
規
則
や
貸
席
幷
娼
妓
賦
金
徴
収
規
則
に
よ

り
、
山
口
県
の
公
娼
制
は
、
一
八
八
三
年
ま
で
に
芸
娼
妓
の
拘
束
を
強
め
る
方
向

で
、
そ
の
形
態
を
整
え
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
貸
席
・
娼
妓
営
業
の

免
許
地
は
増
え
続
け
、
こ
の
年
ま
で
に
は
つ
い
に
四
一
ヵ
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

Ⅷ
．
芸
妓
・
娼
妓
・
貸
座
敷
数
の
変
遷

　

最
後
に
、
明
治
初
期
に
、
山
口
県
に
お
け
る
芸
妓
・
娼
妓
・
貸
座
敷
の
数
は
ど

の
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
を
み
て
お
き

た
い
。
現
存
し
て
い
る
も
っ
と
も
早

い
調
査
の
ひ
と
つ
は
、
管
見
の
限
り

で
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
か
ら

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
ま
で
に

お
け
る
玖
珂
郡
に
限
っ
た
も
の
だ

が
、
柳
井
津
と
大
畠
村
に
集
中
し
て

お
り
、
貸
座
敷
一
軒
あ
た
り
の
娼
妓

数
は
一
名
な
い
し
二
名
で
あ
り
、
極

め
て
小
規
模
だ
っ
た
。

　

表
２
は『
内
務
省
統
計
書
』に
の
っ

て
い
る
一
八
七
九
年
か
ら
一
八
八
一

年
ま
で
の
山
口
県
の
貸
座
敷
・
娼
妓

の
数
だ
が
、
一
八
七
九
年
に
は
、
娼

表 １　山口県玖珂郡における貸座敷・娼妓数　1879-1881

地　名
1879 1880 1881

貸座敷 娼妓 貸座敷 娼妓 貸座敷 娼妓
岩国町木屋町 1 - 1 - - -
岩国市登富町 - - - - - -
室木村新港 1 - - - - -
大畠村 8 10 9 13 9 18
柳井津町 12 15 12 12 15 12

計 22 25 22 25 24 30
出典：玖珂郡役所「芸娼妓貸席取締規則」綴、山口県文書館所蔵。



21

吉見：山口県における近代公娼制の展開

妓
数
が
と
く
に
多
い
の
は
赤
間
関
の
豊
前
田
町
・
竹
崎
町
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
つ
い
で
同
じ
赤
間
関
の
彦
島
・
稲
荷
町
・
新
地
町
・
今
浦
町
・
竹
子
島
の

順
と
な
り
、
そ
の
次
に
三
田
尻
・
柳
井
津
・
山
口
と
な
る
。
赤
間
関
の
娼
妓
数
は
、

一
八
七
九
年
に
は
四
四
三
名
で
あ
り
、
山
口
県
全
体
の
七
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
。
一
八
八
一
年
に
は
七
五
四
名
に
増
え
、
山
口
県
全
体
の
七
七
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
豊
前
田
遊
廓
に
は
一
八
八
一
年
に
娼
妓
が
二
九
三
人
も

い
た
が
、
こ
れ
は
西
日
本
で
は
大
阪
府
の
松
島
遊
廓
、
兵
庫
県
の
福
原
遊
廓
に
つ

ぐ
規
模
で
あ
り
、
全
国
で
も
一
〇
番
目
の
多
さ
だ
っ
た
（
沖
縄
を
除
く
）。

　

な
お
、
こ
の
内
務
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
一
年
末
の
山
口
県
の
娼
妓
数

九
七
八
名
は
、
東
京
府
三
〇
一
一
名
、
大
阪
府
二
七
三
一
人
、
三
重
県
二
三
六
九

名
、
長
崎
県
一
八
三
九
名
、
神
奈
川
県
一
五
〇
四
名
、
北
海
道
（
札
幌
・
函
館
・

根
室
三
県
を
一
つ
の
道
と
し
て
計
算
）
一
五
〇
二
名
、
新
潟
県
一
三
七
七
名
、
愛

知
県
一
三
六
四
名
、
福
島
県
一
一
六
九
名
、
栃
木
県
一
〇
九
一
名
、
山
形
県
一
〇

七
六
名
の
次
に
多
く
、
全
国
で
第
一
二
位
で
あ
り
、
岡
山
県
の
七
一
二
人
、
広
島

県
の
二
五
四
人
、
福
岡
県
の
二
一
六
人
を
し
の
い
で
い
た
。

　

表
３
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
月
一
日
現
在
の
数
字
だ
が
（
こ
れ
は

一
八
八
二
年
調
査
な
の
で
、
一
八
八
二
年
末
の
数
字
と
し
て
扱
う
）、
山
口
県
全

体
で
貸
席
一
八
〇
軒
、
芸
妓
三
五
四
名
、
雛
妓
一
三
名
、
娼
妓
九
二
四
名
だ
っ

た
。
最
も
多
い
の
は
や
は
り
赤
間
関
区
で
あ
り
、
特
に
豊
前
田
町
・
竹
崎
町
、
彦

島
字
福
浦
に
娼
妓
が
集
中
し
て
い
た
。

表 ２　山口県における貸座敷・娼妓数（各年末現在）

地　名
貸座敷 娼　妓

1879 1880 1881 1879 1880 1881
大畠村 8 9 9 10 12 18
柳井津 12 12 15 15 12 12
室津 1 - - 2 - -
室積 - - - 5 - -
上ノ関 2 2 5 5 1 12
水塲浦 4 6 6 6 11 15
徳山 5 1 - 7 3 -
宮市町 12 16 19 8 21 31
三田尻 8 17 15 16 32 17
浜方村中ノ関 4 5 5 6 9 4
田島村中ノ関 8 8 10 12 14 13
西ノ浦 - 6 2 - 10 11
船木村 1 1 2 - - -
吉田村 1 - - 1 - -
神田下村 2 2 1 4 2 6
小月村 2 4 5 - 4 13
清末 6 6 6 7 10 10
椿郷東分村越ヶ浜 3 3 5 7 15 19
同小畑 1 1 1 1 1 1
地家室村 - - - - - -
小松開作村 1 2 3 - 3 6
瀬戸崎浦 1 3 3 2 7 7
深川湯本村 1 1 1 - 1 2
赤間関赤間町 3 6 5 - - 1
同稲荷町 11 12 14 30 33 25
同裏町 13 13 12 6 3 6
同豊前田町 19 17 19 161 198 293
同竹崎町 15 13 12 139 204 234
同今浦町 4 3 6 25 43 36
同新地町 11 12 11 26 19 22
同西端町 2 2 2 - - -
同彦島 3 5 8 39 93 109
同竹子島 2 1 2 17 9 28
山口 9 12 15 14 16 20
下宇野令村 2 5 6 - 2 7
下郷村 2 1 - - 2 -
岩国登富町 1 1 1 - - -
同米屋町 - - - - - -
室木 1 - - - - -

計 181 208 226 571 789 978
出典：�内務省統計課『内務省統計書』上巻、1883年（大日方純夫ほか

編『内務省年報・報告書』別巻１、三一書房、1984年、157-
159ページ）。
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表
４
は
、
一
八
七
九
年
か
ら
の
貸
席
（
貸
座
敷
）・
芸
妓
・
娼
妓
の
数
の
推
移

を
示
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
み
る
と
貸
席
数
は
一
八
八
三
年
か
ら
漸
減
し
、

一
八
八
八
年
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
芸
妓
の
数
は
、
一
八
八
六
年
ま
で
減
少

傾
向
で
、
一
八
八
七
年
以
後
増
加
に
向
か
っ
て
い
る
。
娼
妓
数
は
一
八
八
一
年
が

ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
で
、
以
後
減
少
し
て
い
き
、
一
八
八
九
年
に
な
っ
て
増
加
に
転

じ
て
い
る
。

　

な
お
、『
山
口
県
統
計
書
』
第
三
回
に
は
、
一
八
八
四
年
か
ら
一
八
八
九
年
ま

で
の
各
年
の
貸
座
敷
・
芸
妓
・
娼
妓
の
開
業
・
廃
業
数
も
載
っ
て
い
る
が
、

一
八
八
四
年
中
の
貸
座
敷
の
開
業
は
三
二
軒
、
廃
業
は
三
九
軒
、
年
末
現
在
数
は

表 ３　�山口県における貸席（貸座敷）・芸妓・雛妓・娼妓数（1882
年末日現在）

地　名 貸席 芸妓 雛妓 娼妓
大島郡 小松開作村 2 6 - 2
玖珂郡 岩国町 1 25 - -

柳井津町 13 26 - 12
室木村新港 1 22 - -
大畠村大畠浦 6 34 - 9

熊毛郡 室積浦 - 1 - -
曽根村水場 6 2 - 10
馬島字上ノ関 7 5 - 9
室津浦 1 5 - 1

都濃郡 徳山村遠石 - 2 3 1
佐波郡 宮市町 5 32 - 6

三田尻町字福聚町 11 1 - 12
浜方村・田島村字中ノ関 8 1 - 15
西ノ浦字新地・小茅 3 1 - 9

吉敷郡 山口相物小路町 1 1 - 3
山口馬場殿小路町 3 3 1 6
山口北ノ小路町 3 1 - 7
山口米屋町 1 1 - 3
山口道場門前町 1 4 1 4
山口米殿小路町 1 - - -
宇野令村 2 8 - 3
下郷村 1 7 - 2
山口上立小路町 - 8 1 -
山口諸願小路町 - 2 - -
山口久保小路町 - 21 2 -
山口中河原町 - 8 - -

厚狭郡 船木村布目 1 1 - -
豊浦郡 神田下村 2 - - 3

清末村 7 4 - 12
小月村 3 2 - 15

大津郡 瀬戸崎浦 2 4 - 7
阿武郡 椿郷東分村越ヶ浜 5 - - 11
赤間関区 赤間町 4 9 2 6

稲荷町 13 34 - 32
裏町 16 23 1 4
西端町字裏町口 2 2 - -
豊前田町 19 33 2 296
竹崎町 12 5 - 223
今浦町 4 6 - 30
新地町 3 4 - 18
彦島字福浦 7 - - 121
彦島字南風泊港 3 - - 32

合　計 180 354 13 924

出典：�山口県内務部『山口県統計書』第 1回（明治15年）、同部、1891
年、365‐366頁。芸妓の総数は355名となっているが、集計する
と354名となる。なお、日付は1883年 1 月 1 日現在となってい
るが、1882年に調査されたものなので、1882年末日現在とした。

表 ４　�山口県における貸席・芸妓・娼妓の�
数の推移

年
貸席

（貸座敷）
芸妓 娼妓

芸妓+�
娼妓

1879 181 - 671 -
1880 208 - 789 -
1881 226 - 978 -
1882 180 354 924 1,279
1883 140 320 954 1,274
1884 126 306 820 1,126
1885 109 317 684 1,001
1886 110 273 654 927
1887 103 336 604 940
1888 134 371 592 963
1889 155 411 696 1,107
1907 164 679 738 1,417
1911 214 851 1,059 1,901
1938 不明 1,416 1,110 2,527
出典：�1879年-1881年は『内務省統計書』上巻、

1882年以降は山口県『山口県統計書』各
年 版、1885年-1940年。 第3回 に1884年
-1888年の数字も載っているが、その中
の芸妓と娼妓の数は入れ替わっている
（間違っている）と判断し、修正した。
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吉見：山口県における近代公娼制の展開

一
二
六
軒
だ
っ
た
。
芸
妓
の
開
業
は
一
九
六
人
、
廃

業
は
二
〇
九
人
、
年
末
現
在
数
は
三
〇
六
人
、
娼
妓

の
開
業
は
三
六
三
人
、
廃
業
は
四
四
一
人
、
年
末
現

在
数
は
八
二
〇
人
で
、
人
員
の
入
れ
替
わ
り
は
頻
繁

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
５
は
、
山
口
県
に
お
け
る
貸
席
・
娼
妓
賦
金
の

収
支
の
額
で
あ
る
が
、
貸
席
・
娼
妓
賦
金
の
収
入
は

一
八
八
一
年
度
で
一
万
八
〇
八
二
円
だ
っ
た
。
こ
の

年
の
地
方
税
収
入
は
三
〇
万
六
七
二
四
円
だ
っ
た
か

ら
、
そ
の
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
（
繰
越
金

を
含
め
れ
ば
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）。
娼
妓
の
賦
金
だ

け
で
も
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
そ
の
大
部
分

は
翌
年
度
へ
の
繰
越
で
二
万
六
〇
二
円
、
地
方
費
補

助
が
八
〇
六
一
円
で
、
検
黴
費
と
し
て
使
わ
れ
た
の

は
わ
ず
か
七
六
八
円
だ
っ
た
。
と
く
に
娼
妓
賦
金
の

負
担
が
重
く
、
そ
の
使
途
は
第
一
に
繰
越
金
（
予
備

費
）
と
し
て
留
保
さ
れ
、
第
二
の
使
途
は
地
方
費
補

助
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
付
記
）
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
、
基
盤
研
究

B18H
00716

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）�

以
上
、
佐
藤
敦
子
「
山
口
県
所
在
の
遊
廓
の
沿
革
と
概
要
」、「
遊
廓
・
遊
所
研

究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」https://yukakustudy.jp/archives/179

（
二
〇
二
〇

年
七
月
二
九
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
2
）�

帝
国
地
方
行
政
学
会
編『
警
察
法
規
類
典
』下
巻
山
口
県
、
同
会
、
一
九
三
一
年
、

第
三
編
一
七
―
一
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
免
許
年
不
明
の
区
域
と
し
て
大
島
郡
小

松
志
佐
村
小
松
開
作
・
家
室
西
方
村
地
家
室
、
佐
波
郡
佐
波
村
宮
市
町
、
吉
敷

郡
山
口
町
、
赤
間
関
市
竹
崎
町
・
豊
前
田
町
を
あ
げ
て
い
る
。

（
3
）�

喜
田
川
季
荘
編『
守
貞
漫
稿
』巻
二
一
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

三
丁
・
五
丁
。
な
お
、
重
山
禎
介
『
復
刻 

下
関
二
千
年
史
』
防
長
史
料
出
版
社
、

一
九
七
四
年
、
六
〇
五
―
六
〇
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
4
）�

下
関
市
史
編
修
委
員
会
編
『
下
関
市
史
』
藩
政
・
明
治
前
期
編
、
名
著
出
版
、

一
九
七
四
年
、
一
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
5
）�

同
上
、
一
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
6
）�

山
口
徹
編
『
瀬
戸
内
海
諸
島
と
海
の
道
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、

一
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
7
）�

井
上
馨
侯
伝
記
編
纂
会
編『
世
外
井
上
侯
伝
』二
巻
、
内
外
書
籍
、
一
九
三
三
年
、

五
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
8
）�「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
五
年
上
下
（
正
）、
同
館
所
蔵
（
以
下
、「
山
口
県
布

達
達
書
」
各
年
版
は
す
べ
て
同
館
所
蔵
）。
な
お
、
山
口
県
玖
珂
郡
役
所
「
芸
娼

妓
貸
席
取
締
規
則 

明
治
五
年
ヨ
リ
同
廿
五
年
度
マ
テ
」
綴
、
山
口
県
文
書
館
所

蔵
に
も
同
文
の
文
書
が
あ
る
。

（
9
）�「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
五
年
上
下
（
正
）。

（
10
）�

前
掲
、
佐
藤
敦
子
「
山
口
県
所
在
の
遊
廓
の
沿
革
と
概
要
」
参
照
。

（
11
）�

清
祐
統
雄
下
関
警
察
署
長
発
・
山
口
県
知
事
宛
「
福
浦
娼
妓
健
康
診
断
所
ニ
関

ス
ル
件
」
一
九
三
一
年
五
月
二
二
日
、
山
口
県
衛
生
課
「
娼
妓
健
康
診
断
」
綴
、

山
口
県
文
書
館
所
蔵
。

（
12
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
五
年
上
下
（
正
）。

（
13
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
原
稿
・
明
治
五
年
前
後
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
。

表 ５　山口県における貸席（貸座敷）・娼妓賦金の収支（1881年、単位：円）

収入 貸席 娼妓 計 1880年度より繰越 合計
6,242.500 11,940.000 18,182.500 11,371.604 29,454.104

支出 賦金取扱費 検黴費 地方費補助 1882年度へ繰越 合計
4.668 786.017 8,061.000 20,602.419 29,454.104

出典：山口県『山口県統計書』第1回、1885年。
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（
14
）「
太
政
類
典
第
二
編
」
一
六
八
巻
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

（
15
）�「
官
省
進
達
録
」（
毛
利
家
文
庫
）、
山
口
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
山
口
県

警
察
史
』
上
巻
、
山
口
県
警
察
本
部
、
一
九
七
八
年
、
一
八
二
ペ
ー
ジ
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
伺
書
は
一
二
月
二
日
に
正
院
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
。

（
16
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
六
年
上
下
（
副
）。

（
17
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
六
年
上
下
（
Ⅱ
）。

（
18
）
同
上
。

（
19
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
原
稿
・
明
治
八
年
前
後
。

（
20
）�

大
日
方
純
夫
「
日
本
近
代
国
家
の
成
立
と
売
娼
問
題
」、
総
合
女
性
史
研
究
会
編

『
日
本
女
性
史
論
集
』
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
九
一
ペ
ー
ジ
。
中

原
英
典
『
明
治
警
察
論
集
』
良
書
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
21
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
九
年
。

（
22
）�「
山
口
県
布
達
達
書
」
原
稿
・
明
治
九
年
番
外
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
概
則
の
発

行
の
日
付
は
二
月
九
日
と
な
っ
て
お
り
、「
遊
女
」
は
「
游
女
」
と
な
っ
て
い
る

（
山
口
県
玖
珂
郡
役
所
「
芸
娼
妓
貸
席
取
締
規
則 
明
治
五
年
ヨ
リ
同
廿
五
年
度

マ
テ
」
綴
〔
山
口
県
文
書
館
所
蔵
〕
所
収
の
同
文
書
も
同
様
）。

（
23
）�

前
掲
、
山
口
県
玖
珂
郡
役
所
「
芸
娼
妓
貸
席
取
締
規
則 

明
治
五
年
ヨ
リ
同
廿
五

年
度
マ
テ
」
綴
、
以
下
こ
れ
に
よ
る
。
一
八
七
七
年
改
正
は
「
山
口
県
布
達
達

書
」
明
治
一
一
年
に
よ
る
。

（
24
）
同
上
。

（
25
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
一
年
。

（
26
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
〇
年
。

（
27
）�「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
二
年
上
半
期
。
山
口
県
玖
珂
郡
役
所
「
芸
娼
妓
貸

席
取
締
規
則
」
綴
。
後
者
に
は
「
芸
妓
取
締
規
則
」
は
載
っ
て
い
な
い
。

（
28
）
山
口
県
玖
珂
郡
役
所
「
芸
娼
妓
貸
席
取
締
規
則
」
綴
。

（
29
）
同
上
。

（
30
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
五
年
乙
号
。

（
31
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
五
年
前
後
甲
号
。

（
32
）
同
上

（
33
）「
山
口
県
布
達
達
書
」
明
治
一
七
年
前
甲
号
。

（
34
）
山
口
県
玖
珂
郡
役
所
「
芸
娼
妓
貸
席
取
締
規
則
」
綴
。

（
35
）
同
上
。

（
36
）
同
上
。

�

（
中
央
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
現
代
史
）


